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予 備 費 使 用 の 概 要 
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国 土 交 通 省 関 係 

予 備 費 使 用 概 要 

（４月 23 日閣議決定） 
 

 

 

 令和６年度予備費使用については、令和６年能登半島地震により 

 １．災害を受けた上下水道、河川及び道路について、地方公共団体が施行する災害復旧

事業に要する経費 

 ２．災害を受けた土砂災害箇所における、国（権限代行含む）及び県が施行する災害関

連緊急砂防等事業等に要する経費 

 ３．災害を受けた航路標識等について、国が施行する災害復旧事業に要する経費 

 ４．災害を受けた地域において、国が実施する液状化災害の再発防止に向けた対策等検

討調査に要する経費 

を計上。 

 

予備費使用額              ６１１．５億円 

 

 

   ○災害復旧等                     ６１１．５億円 

 

 

 

 

1



 

 

 

 

 

※ 公は公共事業関係費である。 

 

○災害復旧等 

 

（１）上下水道、河川及び道路の早期復旧 

公 国費  47,501 百万円 
 

令和６年能登半島地震により特に深刻な被害を生じた石川県６市町をはじめとする

被災３県において、上下水道の応急復旧及び本復旧を実施し、上下水道一体となった

早期復旧を実施。 

また、甚大な被害が生じた河川や道路について、石川県、富山県及び新潟県におい

て、地方公共団体による本格的な災害復旧を実施。 

 

 

（２）被災土砂災害箇所における緊急対策等 

公 国費   12,777 百万円 
 

石川県輪島市
わ じ ま し

を流れる町野川
まちのがわ

水系寺地川
てらじがわ

・牛尾川
うしおがわ

の河道閉塞（土砂ダム）箇所及び

国道 249 号沿岸部の地すべり崩壊箇所について、国の権限代行等により、先行して実

施している仮設ブロック堰堤の設置や崩落土砂の撤去等の対策に加え、引き続き、砂

防堰堤の整備等の対策を追加実施。 

地すべり崩壊により甚大な被害が生じた珠洲市
す ず し

、輪島市
わ じ ま し

、能登町
のとちょう

の計 11 地区では、

今後の降雨等により国道、県道等の主要な道路や、浄水場等の公共施設等に被害を及

ぼすおそれがあるため、石川県による緊急的な土砂災害対策を実施。 

 

 

（３）航路標識等の災害復旧 

公 国費   519 百万円 
 

石川県珠洲市
す ず し

所在の禄剛埼
ろっこうさき

灯台等において、灯台機器等の損傷箇所の災害復旧を

実施。 

 

 

（４）液状化災害の再発防止に向けた対策等検討調査 

公 国費  350 百万円 
 

特に著しい液状化被害が集中した地域について、効率的な対策工法の検討を行うと

ともに、被災自治体が行う液状化災害の再発防止に向けた対策やその後の復興まちづ

くり計画の策定を支援するための直轄調査を実施。 
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事業別内訳

（単位：百万円）

事業名 国費

河川等災害復旧事業

補助

河川・道路・水道・下水道

石川県 44,313 

富山県 1,928 

新潟県 1,260 

河川等災害関連事業

直轄

砂防

町野川水系町野川（石川県輪島市） 2,117 

地すべり

清水①（石川県珠洲市） 3,016 

清水②（石川県珠洲市） 1,142 

大野(石川県輪島市) 991 

曽々木（石川県輪島市） 1,881 

直轄（権限代行事業）

地すべり

深見（石川県輪島市） 893 

名舟（石川県輪島市） 933 

渋田（石川県輪島市） 816 

災害関連緊急砂防等事業

補助

地すべり

上里（石川県輪島市） 93 

小田屋（石川県輪島市） 77 

宮犬（石川県能登町） 42 

珠洲大谷（石川県珠洲市） 80 

高屋（石川県珠洲市） 74 

中尾（石川県輪島市） 150 

上田長②（石川県輪島市） 58 

宮地（石川県能登町） 136 

二俣（石川県輪島市） 97 

仁行（石川県輪島市） 31 

下縄又（石川県輪島市） 152 
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事業別内訳

（単位：百万円）

事業名 国費

船舶交通安全基盤災害復旧事業

直轄

禄剛埼(石川県珠洲市) 72 

姫島礁（石川県珠洲市） 31 

竜ケ埼（石川県輪島市） 30 

穴水（石川県鳳珠郡穴水町） 10 

猿山岬（石川県輪島市） 51 

能登観音埼（石川県七尾市） 71 

七尾港（石川県七尾市） 51 

鳥ケ首岬（新潟県上越市） 50 

沢崎鼻（新潟県佐渡市） 51 

弾埼（新潟県佐渡市） 51 

岩崎ノ鼻（富山県高岡市） 51 
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上
下
水
道
の
一
体
的
な
早
期
復
旧

4
月
1
6
日
時
点
の
断
水
解
消
率
：
石
川
県
9
5
.3
％

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
特
に
深
刻
な
被
害
を
生
じ
た
石
川
県
６
市
町
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
３
県
に

お
い
て
、
上
下
水
道
の
応
急
復
旧
及
び
本
復
旧
を
実
施
し
、
上
下
水
道
一
体
と
な
っ
た
早
期
復
旧
を
実
施
。

重
要
施
設
に
つ
な
が
る
上
下
水
道
を
一
体
的
に
早
期
復
旧
（
志
賀
町
の
事
例
）

＜
上
下
水
道
一
体
の
復
旧
＞

４
月
１
６
日
時
点
で
、
石
川
県
に
お
い
て
水
道
に
つ
い
て
は
約
９
割
が
断
水
解
消
済
み
、
下
水
道

に
つ
い
て
は
概
ね
機
能
確
保
済
み
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
、
早
期
の
応
急
復
旧
に
向
け
て
上
下

水
道
が
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
計
画
的
な
本
復
旧
を
実
施
予
定
。

送
水
管
損
傷
（
輪
島
市
）

人
孔
浮
上
（
珠
洲
市
）

被
災
し
た
主
な
浄
水
場

被
災
し
た
主
な
下
水
処
理
場

凡
例

＜
早
期
復
旧
を
図
る
被
災
箇
所
の
例
＞

（
１
）
上
下
水
道
、
河
川
及
び
道
路
の
早
期
復
旧

志
賀
町

七
尾
市

穴
水
町

輪
島
市

支
援
：
東
京
都

横
浜
市
等

珠
洲
市

支
援
：
名
古
屋
市
等

能
登
町

支
援
：
大
阪
市
等

断
水
解
消
時
期
（
見
込
み
）

す
ず

わ
じ
ま

の
と
ち
ょ
う

あ
な
み
ず
ま
ち

な
な
お

し
か
ま
ち
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○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
河
川
や
道
路
等
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
石
川
県
、
富
山
県
及
び

新
潟
県
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
本
格
的
な
災
害
復
旧
を
実
施
。

河
川
、
道
路
の
早
期
復
旧

河
川

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
主
な
県
管
理
河
川
等
の
復
旧

石
川
県
に
お
い
て
は
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
避
難
に
か

か
る
基
準
水
位
を
引
き
下
げ

て
運
用
し
て
い
る
河
川
等
で

早
期
復
旧
を
推
進
。

道
路

奥
能
登
地
域
へ
の
主
要
ル
ー
ト
と
な
る
地
方
道
等
の
復
旧

宇
出
津
町
野
線

七
尾
輪
島
線

穴
水
町

能
登
町

珠
洲
市

七
尾
市

N

権
限
代
行
区
間
：

輪
島
市

の
と
里
山
海
道
を
含
む

能
越
自
動
車
道
の

石
川
県
管
理
区
間

国
道

24
9号
の
沿
岸
部

の
と里
山
空
港
IC

：
能
越
自
動
車
道
・
の
と
里
山
海
道

：
奥
能
登
２
市
２
町
へ
の
主
要
ル
ー
ト
（
一
般
道
）

※

珠
洲
道
路
（
柏
木
穴
水
線
・
珠
洲
穴
水
線
・

内
浦
柳
田
線
）

の
と三
井
IC

穴
水
IC 七
尾
IC

柳
田
IC

高
田
IC

横
田
IC

徳
田
大
津
IC

越
の
原
IC

県
立
看
護
大
IC

主
要
地
方
道

七
尾
輪
島
線

主
要
地
方
道

宇
出
津
町
野
線

主
要
地
方
道

穴
水
門
前
線

一
般
県
道

柏
木
穴
水
線

主
要
地
方
道

七
尾
輪
島
線

主
要
地
方
道

志
賀
田
鶴
浜
線

宇
出
津
町
野
線

七
尾
輪
島
線

＜
早
期
復
旧
を
図
る
被
災
箇
所
の
例
＞

河
北
潟

町
野
川

若
山
川

紀
の
川

河
原
田
川

堤
防
の
沈
下

護
岸
の
損
傷

護
岸
の
沈
下

護
岸
の
損
傷

護
岸
の
損
傷

護
岸
の
損
傷

（
１
）
上
下
水
道
、
河
川
及
び
道
路
の
早
期
復
旧

す
ず

な
な
お
わ
じ
ま

あ
な
み
ず
も
ん
ぜ
ん

な
な
お
わ
じ
ま

し
か
た
つ
る
は
ま

か
し
わ
ぎ
あ
な
み
ず

う
し
つ
ま
ち
の

う
し
つ
ま
ち
の

な
な
お
わ
じ
ま

か
ほ
く
が
た

ま
ち
の
が
わ

わ
か
や
ま
が
わ

き
の
か
わ

か
わ
ら
だ
が
わ

ま
ち
の
が
わ

わ
か
や
ま
が
わ

か
わ
ら
だ
が
わ

き
の
か
わ

か
ほ
く
が
た

お
お
の
が
わ

な
が
そ
が
わ

は
っ
か
が
わ

お
ま
た
が
わ

か
し
わ
ぎ
あ
な
み
ず

す
ず
あ
な
み
ず

う
ち
う
ら
や
な
ぎ
だ
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沿
岸
部
）

地
す
べ
り
発
生
箇
所
（
石
川
県
珠
洲
市
仁
江
町
・
清
水
町
）

地
す
べ
り
発
生
箇
所
（
石
川
県
珠
洲
市
仁
江
町
・
清
水
町
）

（
２
）
被
災
土
砂
災
害
箇
所
に
お
け
る
緊
急
対
策
等

牛
尾
川
河
道
閉
塞
状
況

（
石
川
県
輪
島
市
町
野
町
）

②
町
野
川
水
系

寺
地
川
・
牛
尾
川
（
石
川
県
輪
島
市
町
野
町
）

河
道
閉
塞
（
土
砂
ダ
ム
）
が
生
じ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

砂
防
堰
堤
の
整
備
等
を
追
加
実
施
。

国
直
轄
施
工

湛
水
地

沿
岸
部
）

地
す
べ
り
発
生
箇
所
（
石
川
県
珠
洲
市
仁
江
町
・
清
水
町
）

地
す
べ
り
発
生
箇
所
（
石
川
県
珠
洲
市
仁
江
町
・
清
水
町
）

①
国
道
2
4
9号
沿
岸
部

地
す
べ
り
発
生
箇
所
（石
川
県
輪
島
市
町
野
町
曽
々
木
等
）

国
道
2
4
9
号
の
災
害
復
旧
工
事
と
連
携
し
、
地
下
水
排

除
工
や
法
面
工
等
の
地
す
べ
り
対
策
を
追
加
実
施
。

国
直
轄
施
工
等

②

曽
々
木
川

国
道

24
9号

曽
々
木
地
区
地
す
べ
り
発
生
状
況

（
石
川
県
輪
島
市
町
野
町
曽
々
木
）

至
珠
洲
市

至
輪
島
市
街

） ）

県
施
工

県
施
工

④
宮
地
地
区

（
石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
宮
地
）

主
要
地
方
道
輪
島
山
田
線
等
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
緊
急
的
な
地
す
べ
り
対
策
を
実
施
。

主
要
地
方
道

輪
島
山
田
線

主
な
対
策
箇
所

④①

②

③

【
砂
防
】

【
地
す
べ
り
】

直
轄
今
回
着
手
（
追
加
実
施
）

補
助
今
回
着
手

直
轄
今
回
着
手
（
追
加
実
施
）

宮
地
地
区
地
す
べ
り
発
生
状
況

（
石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
宮
地
）

能
登
半
島
北
部
地
域
に
お
け
る
対
応

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
被
災
し
た
石
川
県
輪
島
市
を
流
れ
る
町
野
川
水
系
寺
地
川
・
牛
尾
川
の
河
道
閉
塞
（
土
砂
ダ
ム
）
箇
所

及
び
国
道
2
4
9
号
沿
岸
部
の
地
す
べ
り
崩
壊
箇
所
に
つ
い
て
、
国
の
権
限
代
行
等
に
よ
り
、
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る
仮
設
ブ
ロ
ッ
ク
堰
堤

の
設
置
や
崩
落
土
砂
の
撤
去
等
の
対
策
に
加
え
、
引
き
続
き
、
砂
防
堰
堤
の
整
備
等
の
対
策
を
追
加
実
施
。

○
地
す
べ
り
崩
壊
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
珠
洲
市
、
輪
島
市
、
能
登
町
の
計
1
1
地
区
で
は
、
今
後
の
降
雨
等
に
よ
り
国
道
、
県
道
等
の
主
要

な
道
路
や
、
浄
水
場
等
の
公
共
施
設
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
石
川
県
に
よ
る
応
急
的
な
土
砂
災
害
対
策
を
実
施
。

ま
ち
の
が
わ

わ
じ
ま
し

す
ず

し
わ
じ
ま
し

の
と
ち
ょ
う

③
高
屋
地
区

（
石
川
県
珠
洲
市
高
屋
町
）

主
要
地
方
道
大
谷
狼
煙
飯
田
線
等
に
直
接
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
応
急
的
な
地
す
べ
り
対
策
を

実
施
。

た
か
や

高
屋
地
区
地
す
べ
り
発
生
状
況

（
石
川
県
珠
洲
市
高
屋
町
）

て
ら
じ
が
わ

う
し
お
が
わ

み
や
ち
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舳
倉
島

七
ツ島

は
じき
さ
き

弾
埼
灯
台

・灯
器
損
傷

さ
わ
さ
き
は
な

沢
崎
鼻
灯
台

・灯
器
損
傷

とり
が
くび
み
さ
き

鳥
ケ
首
岬
灯
台

・灯
台
損
傷

〇
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り被
災
した
航
路
標
識
等
に
つ
い
て
、災
害
復
旧
を
実
施
。

の
とか
ん
の
ん
さ
き

能
登
観
音
埼
灯
台

・灯
台
損
傷

・法
面
崩
落
等

ろ
っこ
うさ
き

禄
剛
埼
灯
台

・灯
器
損
傷 い

わ
さ
き
の
は
な

岩
崎
ノ鼻
灯
台

・灯
器
損
傷

あ
な
み
ず

穴
水
灯
台

・敷
地
損
傷

ひ
め
しま
ぐり

姫
島
礁
灯
台

・地
盤
隆
起

・船
着
き場

機
能
喪
失

さ
る
や
ま
み
さ
き

猿
山
岬
灯
台

・灯
台
傾
斜

・施
設
半
壊

・地
盤
隆
起
等

（
３
）
航
路
標
識
等
の
災
害
復
旧

た
つ
が
さ
き

た
つ
が
さ
き
だ
い
だ
い
じ
ゃ

竜
ケ
埼
灯
台
・竜
ケ
埼
大
大
蛇
照
射
灯

・灯
台
傾
斜

・敷
地
陥
没
等

な
な
お
お
お
た

七
尾
大
田
浮
標
置
場

・地
盤
沈
下
に
よ
る

クラ
ック
・段
差
等
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○
令
和
6
年
1
月
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
市
町
に
対
し
、
国
で
は
、
直
轄
調
査
に
よ
り
復
興
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
策
定
や
液
状
化
被
害
か
ら
の
復
興
対
策
の
検
討
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
（令
和
5
年
度
予
備
費
）。

○
調
査
を
進
め
た
結
果
、
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
が
激
し
か
っ
た
奥
能
登
地
域
や
顕
著
な
液
状
化
被
害
が
確
認
さ
れ
た
沿
岸
の

地
域
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
追
加
的
な
検
討
調
査
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

■
調
査
実
施
自
治
体

：復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
支
援
の
対
象
地
域
（現
在
実
施
中
）

：液
状
化
対
策
検
討
支
援
の
対
象
地
域
（現
在
実
施
中
）

：追
加
的
に
実
施
す
る
液
状
化
対
策
検
討
支
援
及
び
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

策
定
支
援

■
調
査
の
内
容

○
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
支
援

被
害
状
況
調
査
や
住
民
意
向
調
査
等
を

踏
ま
え
た
自
治
体
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
策
定
を
支
援

【事
例
１
】

本
地
区
に
お
い
て
は
、
液
状
化
に
よ
り
家
屋
等

の
被
害
が
多
数
発
生
し
、
地
域
に
お
い
て
は
、

復
興
の
際
に
は
、
狭
隘
な
道
路
な
ど
現
在
の
市

街
地
環
境
の
改
善
の
必
要
性
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

■
想
定
さ
れ
る
追
加
的
な
支
援
先
の
事
例

被
害
状
況

被
害
状
況

【
参
考
】
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等

・
3
D
マ
ッ
プ
や

デ
ー
タ
を
将
来
の

市
街
地
構
造
の
検

討
や
住
民
と
の
合

意
形
成
に
活
用

・
ま
ち
の
復
興
を
促

進
す
る
社
会
実
験

の
実
施
等

イ
メ
ー
ジ

○
液
状
化
対
策
検
討
支
援

被
害
状
況
調
査
を
踏
ま
え
た
液
状
化
対
策

工
法
の
検
討
を
通
じ
て
自
治
体
の
液
状
化

対
策
を
支
援

【
事
例
2
】

本
地
区
に
お
い
て
は
、
著
し
い
液
状
化
被
害
が
集

中
し
て
発
生
し
て
お
り
、
多
数
の
家
屋
等
の
被
害

が
発
生
し
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
液
状

化
対
策
の
工
法
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

※
液
状
化
に
よ
る
被
害
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟
県
で
実
施
中

※
新
潟
県
内
の
液
状
化
対
策
に
向
け
た
調
査
に
つ
い
て
国
に
よ
る
補
助
お
よ
び
技
術
的

支
援
を
実
施
中

（
４
）
液
状
化
災
害
の
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
等
検
討
調
査
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